
日

、

京

都

府

後

期

高

10

齢

者

医

療

広

域

連

合

議

会

が

開

か

れ

、

井

上

議

員

か

ら

、

議

案

へ

の

質

問

や

請

願

書

の

紹

介

等

、
「

高

齢

者

の

命

と

健

康

を

守

れ

」

と

追

及

し

ま

し

た

。

主

な

発
言
を
紹
介
し
ま
す
。

※

※

●

個

人

情

報

保

護

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

の

同

議

員

の

質

問

＝

「

条

例

案

の

元

に

な

っ

て

い

る

個

人

情

報

保
護
法
は
、
個
人
情
報
の
、

保

護

か

ら

利

用

活

用

を

謳

っ

て

お

り

、

財

界

は

、

国

民

の

膨

大

な

情

報

を

「

21

世

紀

の

石

油

」

と

位

置

付

け

、

利

益

の

源

泉

と

考

え

て

い

る

。
「

保

護

」

と

は

逆
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
。

●

保

険

運

営

者

と

し

て

、

コ

ロ

ナ

と

一

般

傷

病

か

ら

被

保

険

者

の

命

と

健

康

を

守
る
施
策
は
ど
う
か
。

◎

連

合

長

答

弁

＝

コ

ロ

ナ

は

特

に

把

握

で

き

な

い

。

介

護

予

防

と

保

健

予

防

活

動
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。

●

京

都

市

に

求

め

た

資

料

か
ら
私
の
推
計
に
よ
る
と
、

被

保

険

者

で

の

コ

ロ

ナ

感

染

者

は

約

５

万

２

千

人

、

亡

く

な

ら

れ

た

方

は

千

三

百

人

余

り

に

な

る

と

思

わ

れ
る
。
類
の
緩
和
よ
り
も
、

医

療

提

供

体

制

拡

充

を

、

も

っ

と

国

や

府

に

要

求

す

べ
き
。

◎

国

に

対

し

、

広

域

連

合

の

全

国

協

議

会

と

し

て

要

求
し
て
い
る
。

ま

た

井

上

議

員

は

、

紹

介

議

員

と

し

て

、

府

民

か

ら

寄

せ

ら

れ

た

請

願

を

説

明
し
ま
し
た
。

１

、

保

険

料

や

窓

口

負

担

の
軽
減
を
。

２

、

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー

ド

を

健

康

保

険

証

と

し

て

使

う

か

ら

と

い

っ

て

、

保

険

証

を

な

く

す

な

。

カ

ー

ド

取

得

は

任

意

だ

。

取

得

し

な

い

人

か

ら

保

険

証

を

取

り

上

げ

る

の

は

医

療

を

懇
談
会
で
声
を
聞
く

ア
ル
ン
デ
ィ
＝
た
ま
り

場

と

い

う

団

体

主

催

の

懇

談

会

で

、

市

民

の

皆

さ

ん

の

声

を

聞

き

ま

し

た

。

多

文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
に
て
。

生
活
保
護
費
の
引
上
げ
を
、

市

営

住

宅

の

空

き

部

屋

の

開

会

中

の

議

会

に

市

長

が

提

案

し

て

い

る

「

持

続

可
能
な
行
財
政
推
進
条
例
」

に

つ

い

て

、
「

都

市

の

成

長

戦

略

を

加

速

さ

せ

る

た

め

」
、

～

「

財

源

を

確

保

し

て

い

く

こ

と

が

重

要

」

と

説

明

さ

れ

て

い

ま

す

。

市

長

は

、
「

財

政

危

機

」

だ

か

ら

「

改

革

」

だ

、

と

言

っ

て

市

民

に

負

担

を

押

し

つ

け

、

施

策

を

切

捨

て

受

け

る

権

利

を

奪

う

こ

と

に

な

る

。

許

さ

れ

な

い

。

残

念

な

が

ら

二

つ

と

も

不

採

択

と

な

り

ま

し

た

。

早

期

募

集

へ

、

学

生

の

生

活

・

学

費

へ

の

支

援

を

、

図
書
館
の
本
が
古
い
等
々
、

切

実

な

ご

要

望

が

出

さ

れ

ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
「
改

革
」
に
よ
る
財
源
確
保
が
、

市

民

の

暮

ら

し

を

守

る

為

で

は

な

く

、

実

は

「

成

長

戦

略

」

の

為

だ

っ

た

こ

と

が

、

は

か

ら

ず

も

示

さ

れ

て

い

ま

す

。

成

長

戦

略

と

は

、

規

制

緩

和

や

企

業

誘

致

な

ど

、

大

企

業

の

活

動

し

易

い

京

都

へ

、

と

い

う

意

味

で

す

。
「

危

機

」

が

「

危

機

」

で

な

か

っ

た

こ

と

も

、

今

回

の

予

算

で

明

ら

か

に

な

っ

て

い

ま

す

。
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後期高齢者医療保険とは、７５歳以上の住民を対象とする強制加入の健康保険で、広域連合とは、
それを運営する団体です（一般的に、この団体を「保険者」と言います）。都道府県毎に、その

府県内の市町村で構成されます。首長である連合長は、その市町村の長の中から選ばれ（京都で

は、現在、八幡市長が連合長）、議員は、各市町村議会の中から選ばれます（住民には選挙権・

被選挙権は有りません）。京都府では、２６の自治体から、京都市４人（共・自・公・民各党か

ら各１人）、宇治市２人、他の自治体から各１人の計３０人での構成です。夏（前年度決算）と

冬（翌年度予算）の年２回、各１日だけの開会です。請願は可能ですので、どしどし。

保
険
料
・
窓
口
負
担
の
軽
減
を

類
の
緩
和
よ
り
医
療
提
供
体
制
拡
充
を

＝
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
＝

アルンディ＝たまり場懇談会 (2/12)

「
成
長
戦
略
の
加
速
の
為
、
～
財
源
確
保
が
重
要
」

先

週

号

の

見

出

し

「

姿

勢

を

動

か

す

」

は

「

市

政

を

～

」

の

間

違

い

で

し

た

。

お

詫

び

し

て

訂

正
し
ま
す
。


